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研究成果の概要（和文）：母語対話の話者交替時には、話者移行適格場ＴＲＰに制約された重複発話が多数観測される
。これは、母語対話の心的負担を軽減させるメカニズムによるものと思われる。日本人母語話者ではプロソディに話者
交替の予告情報が存在していた。成人の日英両母語話者と非母語話者の話者交替タイミングには差異が見いだされ、予
告情報は言語情報ではなく、主に物理量のプロソディにあることが示唆された。日本語母語5歳児と成人母語話者の対
話では個人差が若干存在するが、6歳児では成人母語話者との差異がなかった。母語プロソディ獲得臨界期の生後18ヶ
月までに予告機能基盤の獲得が進み、6歳頃までに母語の話者交替の機能が獲得されると思われる。

研究成果の概要（英文）：In the dialogue among mother tongue adult speakers, overlapping utterances are 
produced in transition-relevance places (TRP). This phenomenon seems to appear as the result of some 
capability which reduces the mental ‘burden’ of the dialogue in the mother tongue. We examined the age 
to acquire this capability regarding Japanese mother tongue speakers.
 The timing of the turn taking of the mother tongue and the non-mother tongue speakers was compared 
first. It was found that the non-mother tongue speaker could not maintain TRP. Next, the timing of turn 
taking between adults and five-year olds or six-year olds was examined. As for five-year olds, a 
difference between them and adults was present, but a difference between six-year olds and adults was 
absent. As a result, it found that the capability was already acquired by six.

研究分野：音声情報処理
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１．研究開始当初の背景 
 母語による対話は心的負担が軽いが、非母
語話者は極めて能力の高い場合であっても、
その心的負担は高い。しかし母語の獲得の研
究は数多く存在するにもかかわらず、そのほ
とんどは記号レベルの音韻や語彙、文法能力
（静的側面）を対象としており、対話制御の
ような動的な側面に注目した例はほとんど
ない。そのため、心的負担を軽くしている母
語音声実時間対話の本質的構造の一端を明
らかにすると同時に、実時間対話の苦手な自
閉症などの発達障害の実態解明や非母語教
育に関する課題の手がかりを得ることの意
義は大きい。また、聴覚言語である対話音声
と同じく揮発性かつ実時間性で、異なるモダ
リティ言語である手話（視覚言語）や指点
字・触手話（触覚言語）の本質的構造解明の
手掛かりを得ることが期待されていた。 
 
２．研究の目的 
 上述の背景のもと、本研究では対話の実時
間性と心的負担の軽さに注目し、対話の実態
を支える物理信号レベル、特にプロソディが
重要な役割を果たしているとの仮説にたち、
その実態を明らかにすることを目的とする。
言語には思考表現機能とコミュニケーショ
ン機能があるが、後者は話者間の相互調整機
能などが含まれ、その代表的機能に母語では
対話制御の一つである話者交替制御があり、
交替には重複発話が許される TRP（話者移行
適格場）の制約がある。母語話者同士の対話
の場合、後続話者は TRP より早く発話を開始
することは稀であり、TRP より早い発話開始
は母語話者には不自然に聞こえる。対話の実
時間性や高頻度の重複発話の実態から、先行
話者が物理信号レベルの発話終了予告情報
を発信し、後続話者はこれを知覚認知し終了
を予測、TRP 以降に応答発話するメカニズム
（話者間相互調整機能）の存在が不可欠と考
えられる（仮説）。この仮説を検証し、母語
におけるこれらの機能の獲得時期も明らか
にするとともに、挑戦的萌芽研究として、新
たな研究課題を探索する。 
 
３．研究の方法 
（１）分析の視点 
① 話者交替タイミング分布の比較 
本研究に先立ち実施した日本人母語話者に
おける基本周波数 F0（プロソディ,物理的信
号情報）の F0 モデルによる分析（遺伝的ア
ルゴリズムを応用）では、話者交替の予告情
報が F0 のパターンに存在していることを見
出した。またその認知可能性も示されている。
予告情報とTRPの組み合わせが母語対話で重
要な機能を持つことを、非母語話者との比較
により検証する。 

② TRP 
 言語により文法などが大きく異なり、文化
的背景も異なるため、言語学的概念というよ
りも認知的概念である TRP も異なり、一つの
言語内でも複数の範疇が存在し、個々の事例
について TRP の確認は困難である。先行研究
を参考に、母語対話では TRP 制約が機能して
いるとみなし、発話末を分布の基準とする。
ただし日本語では、先行研究で TRP として確
認されているものがあり、TRP 制約の機能確
認を兼ねて、その先頭位置を基準とする。 
 
（２）母語話者と非母語話者の比較 
① 対話データの収録 
 母語話者と非母語話者の自然対話音声を
収録する。収録対象は日本語対話（中国語話
者２名―実用日本語検定中上級聴力試験の
得点，385，420 点―と日本人大学生日本語母
語話者２名）および英語対話（日本語話者 4
名―TOEIC 得点は全員 940 点以上―と英語母
語話者―２０代米国男性２名）である。この
うち日本語話者４名（英語非母語話者）の内
訳は帰国子女２名と大学時に1年間米国留学
経験のある２名である。これらの話者を対象
に母語話者間、非母語話者間、母語話者―非
母語話者間の組み合わせの対話を収録する。
一部の実験では台本を用いて発話内容を固
定し、統制的音声を収集する。 
② 対話データの分析と比較 
収録データに対し、時間構造に関するラベ
リングを施したデータベースを人手により
作成し、話者交替のタイミング分布の比較を
行う。 
 
（３）幼稚園児の対話の分析 
① 乳幼児の先行研究 
 ３歳児の音声に対して親がTRP制約と思わ
れる応答を行っている一方で、親の音声に子
供はTRP制約に基づく応答が出来ていないこ
とを示す先行研究が存在する。また、４歳児
は言語的には自然な応答を行っている報告
が存在するが、TRP 制約に視点からの検討は
見当たらない。これらの状況から４～6 歳頃
の対話の分析が必要と考えられた。 
② ラベリング 
千葉大学大学院自然科学研究科の旧市川
研究室で開発されていた Maptask-KIDS（日本
語母語話者の年中園児（５歳児）と年長園児
（６歳児）それぞれ男女児４名ずつの大人
（母親および同性他児親）との幼児向け地図
課題の日本語対話データ）を書き起こすと共
に、時間構造ラベリングを施す。 
③ 大人との話者交替タイミング分布の比較 
５歳児と６歳児毎に、話者交替時の後続話
者が園児の場合と大人の場合に対して、児童
の話者交替タイミング分布と大人のタイミ



ング分布を比較し、その差異から「TRP 制約」
機能の獲得状況を分析する。 
 
４．研究成果 
（１）重複発話の頻度 
 対話内容や個人差が大きく、評価項目とし
ては適さないことが判った。 
 
（２）母語話者と非母語話者の比較 
 図１に日本語対話、図２に英語対話の話者
交替タイミングの分布を示す。実線は母語話
者同志の対話、その他の線は非母語話者を含
む対話の分布である。 
 TRP の先頭位置を時間の基準とした日本語
対話（図１）から、母語話者同志では TRP 制
約が守られていることが明白にわかる。発話
末を基準とした英語対話（図２）でも同様で
ある。 
 母語話者と非母語話者では質的差異が存
在することが見出された。非母語話者は TRP
制約が効いておらず、タイミングは母語話者
に比較し広く分布している。 
先行話者の母語・非母語にかかわらず、後
続非母語話者は TRP 制約に従わなかった。さ
らに後続話者が母語話者であっても、先行話
者が非母語話者の場合、TRP 制約は機能しな
かった。 
 

 
図１ 日本語対話の話者交替タイミング 

 

 
図２ 英語対話の話者交替タイミング 
 
次に、英語経験の影響を図 3に示す。この
図では母語話者は破線で示してある。学習が
進むにつれて母語話者に近づく傾向がみら
れるが、形状は異なっており、TRP 制約が学
習できていないことを示唆している. 

 台本による対話の分析では、非母語話者の
応答が相対的に遅くなることと、話者交替の
予測の力を有さない可能性が高く、その獲得
が困難なことも示唆された。 
 

 
図３ 英語経験と話者交替タイミング 
 
（３）幼稚園児の対話の分析 
５歳児と成人母語話者の対話では個人差
が若干存在するが（図４）、６歳児では成人
母語話者との差異がなかった（図５）。 
５歳児の男児1名と親以外の大人との対話
では、両者とも重複時間が長い例が認められ
たが、親近性がないための慎重な対話であり、
TRP の制約は守られていた。 
 

 
図４ ６歳児の話者交替タイミング分布 

 

 
図５ ５歳児の話者交替タイミング分布 



 
（４）「TRP 制約」獲得プロセス 
 以上の結果と、他の研究機関における先行
研究で報告されている３歳児の応答状況や、
母語プロソディの獲得臨界期と思われる生
後１８か月などを総合すると、１８か月まで
に予告機能の基盤の獲得が進み、６歳頃まで
には母語の話者交替の動的側面の機能（TRP
制約）が獲得されることが示唆された。これ
らの結果により、母語対話における話者交替
制御機能の獲得プロセスのモデルを提案し
た（表１）。 
 
表 1 母語話者の TRP 制約獲得プロセス 
  母語乳幼児の発達 大人の対応 

胎児期〜 
生後 18ヶ月 

母語プロソディの獲得 
話者交替予告の機能 

母親語 

３歳 
ＴＲＰ向き語彙の獲得 
ＴＲＰ情報の発信 

ＴＲＰ制約で 
応答 ４〜５歳 

ＴＲＰ制約の学習 
予告－ＴＲＰ対応付進行 

６歳 ＴＲＰ制約の獲得 

 
 
（５）予告情報に関する仮説の検証 
 十分高い非母語能力を有する非母語話者
と母語話者の比較から、話者交替の予告情報
は、従来考えられてきた言語的情報にはなく、
物理的要因情報であるプロソディにあるこ
とが示唆された。このことは、従来一つとし
て見られていた言語獲得が、記号レベルの言
語的情報能力の獲得（静的側面）と、主に物
理的信号レベルによる対話制御能力（動的側
面）の獲得は別であることを示唆している。 
 
（６）結論と探索研究として得られた課題 
以上の結果から、本研究の目的は達成され
たものと考える。 
以下に本研究で新たに得られた当該分野
における主な課題を示す。 
・ プロソディ獲得メカニズムの解明 
・ TRP 制約の心的負担軽減メカニズムの検
討 
・ 対話言語の本質の探索。異なるモダリティ
言語である手話などの分析。 
・ 非母語話者の TRP 制約能力獲得の学習法
の検討。 
・ 自閉症等での TRP 制約の関与の検討。 
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